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産業・工業プロセス 化学CO2総排出量
(電気・熱配分前)

資源エネルギー庁ホームページ「カーボンニュートラルで環境にやさしいプラスチックを目指して」より

• エネルギー源の転換（再エネ主力電源化，原子力，核融合）

• 製鉄・製錬

• 基礎化学品製造（熱源としても原料としても化石資源を活用）



• 二酸化炭素排出源のほとんどはエネルギー起源
→再エネ主力電源化・原子力・核融合

• 非エネルギーで大きなインパクトを占めるのはセメント製
造関連・廃棄物関連→事業化目前

• バイオ利用によるカーボンリサイクル
→先陣を切った研究開発と事業化の道筋

• 産業・工業プロセスは？
→二酸化炭素排出に大きなインパクト、化学基礎品への
カーボンリサイクルの寄与は？



CO2→メタン
水素が20円/Nm3→26＄/mmBTU→2700円/GJ
（７〜１２＄/ｍｍBTUで推移→730〜1250円/GJ）

CO2→メタノール
水素が20円/Nm3→49円/kg→2500円/GJ
（２５〜５０円/kgで推移→1280〜2500円/GJ）

CO2→エタノール
水素が20円/Nm3→54円/L→2600円/GJ
（１２６〜１２８円/Lで推移→6100円/GJ）

全てLHVで試算

水素20円/Nm3は1851円/GJ

水素を活用した化学基礎品、e-fuel製造における最大の課題

二酸化炭素：5000円／トン





低コスト水素製造の現状

カーボンリサイクルの技術の目指すべき姿

• 現在流通している水素は、目標コストの2桁上

• 想定されている低コスト水素は、海外再エネ由来の
水素をエネルギーキャリアで輸送（液水・アンモニア・
メタン・メタノール・MCHなど）

• 国内製造のグリーン水素は？

• グリーン水素製造技術と組み合
わせた技術開発

• 高コスト水素を吸収できる高付加
価値製品へのアプローチ



⽯炭⽕⼒発電からのカーボンリサイクルと、再エネ⽔素＋回収カーボンで従
来型の⽯油化学プロセスを代替することの両⾯からＣＯ２削減に直結、化
⽯燃料を原料としない化学品の⽣産は国富流出緩和にも⼤きく寄与

瀬⼾内コンビナートにおけるプラントの現状を踏まえた研究とするため、関係
企業で構成する委員会を設置、本研究の成果をコンビナートで具現化する
ための検討を実施

瀬戸内カーボンリサイクルコンビナート構想 


